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 要  旨 
近年, 機器の小型化, 高機能化によりウェアラブルシステムの実現が可能となってきている. 
そこで我々は, ウェアラブルシステムへの情報入力手法の１つとして, ユーザ（機器を身に着けて
いる者）の好きなタイミングで気に入った画像の一部を容易に撮影し記録したいと考えた. 本研
究では, この目的を実現するためにウェアラブルカメラから得られた画像を画像処理することで
ユーザのジェスチャーからハンドフレームを認識し撮影を行う直感的なインタフェースを提案す
る.  
撮影インタフェースを構築するためには, ユーザが撮影したいと考えるタイミングとハンドフ
レーム内の領域を検出する必要がある. 本研究では, それらをシャッタータイミング検出とハン
ドフレーム検出と呼ぶ. 本手法では, 画像処理によりユーザのジェスチャーからシャッタータイ
ミング検出とハンドフレーム検出を行う. シャッタータイミング検出については, シャッタージ
ェスチャーによる動きベクトルを求める. そして, 求めたベクトルからシャッター動作時にベク
トル長の合計値が比較的大きくなるベクトルを抽出し, ベクトル長の合計値を画像毎に求め, そ
の合計値の変遷からシャッタータイミングを検出する. ハンドフレーム検出については, シャッ
タータイミング検出時に抽出した画像群に対して肌色抽出を行った後, 再度動きベクトルを求め
る. 求めたベクトルからノイズの影響を避けた一定以上のベクトルを抽出することで手の領域を
得ている. そして, 求めた手の領域からハンドフレームを検出する.  
実験の結果, ジェスチャーによりシャッタータイミング検出からハンドフレーム検出を行い撮
影範囲内の出力画像結果を得るまでの一貫した処理を行うことに成功した. また実験では, シャ
ッタータイミングの誤検出が確認された.  
 ジェスチャーから画像処理によりハンドフレームを認識し, 撮影を行うことが出来た. しか
し, シャッタータイミングとハンドフレームの誤検出も確認されている. 今後の課題としては, 
シャッタータイミング検出とハンドフレーム検出の精度向上を検討する必要がある. 本研究では, 
精度向上が期待できる手法を考察した.  
 
